
 
 

フューチャー・アースの推進と連携に関する委員会（第 25 期・第 9 回） 
議事要旨 

１ 日 時 2022 年 4 月 11 日(月) 13:00～17:00 

２ 方 法 オンライン開催（Zoom） 

３ 出 席 
委員：小林傳司、髙村ゆかり、馬奈木俊介、狩野光伸、古谷研、沖大幹、三枝信子、 

春山成子、江守正多、大手信人、春日文子、神原咲子、香坂玲、近藤康久、杉原薫、 
竹中千里、福士謙介、村山泰啓、渡辺知保、安成哲三 

事務局：小山尭 
欠 席：小池俊雄、植松光夫、蟹江憲史、谷口真人、中村尚、氷見山幸夫、近藤昭彦 
講 師：北川尚美、西條辰義 

４ 議題等 
１）前回議事要旨の確認と前回議論の振り返り 
２）話題提供１（北川尚美氏） 
３）話題提供２（西條辰義氏） 
４）ブレイクアウトセッション（学術フォーラム企画について） 
５）総合討論 
６）その他 

５ 配布資料 
資料１：第 5 回議事要旨 
資料２：第 6～8 回メール審議結果（案） 
資料３：社会と共に課題解決を進めている技術開発の取組紹介 
資料４：Future Design 持続可能な自然と社会を将来世代に引き継ぐために 
資料５：学術フォーラム企画案 

６ 議事内容 
１）前回議事要旨の確認 

沖委員長により、これまでの議事と議論の内容が確認された。修正の指摘はなかった。 
 
２）話題提供 

東北大学の北川尚美氏より、資料３を用いて社会と共に課題解決を進めている技術開発の

取組について説明があり、社会と共に研究を構想し、実施し、その成果を社会課題の解決に

資する Transdisciplinary 研究に関連した実例に基づく話題提供が行われた。 
西條辰義氏よりフューチャー・デザインの基本概念とその将来可能性、および社会制度も

人々の考え方も変えて存続可能な社会システムを創造する研究に関する話題提供があった。 
 



 
 

３）ブレイクアウトセッション 
沖委員長により資料５に基づき学術フォーラム企画案が説明された。学術フォーラムに２

つのパネルディスカッションを置きそれぞれ２名の講演者と１名のモデレータを選ぶことを

想定し、４つのグループに分かれて討論を行こととした。 
パネル１：地域の課題解決へ向けた超学際研究 
パネル２：地球規模課題の超学際研究について 

 
４）総合討論 

グループ討論の後で全体会合を行い、各グループから推薦されたフォーラムの講演候補者、

テーマ、モデレータ候補者等のまとめを行った。本会議ののち、委員長、副委員長、幹事等に

より学術フォーラムの講演者とモデレータ候補者の案を作成のうえ、委員に示して改めて意

見を募ることとした。 
 
 


